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科学技術・学術審議会人材委員会第三次提言

科学技術と社会という視点に立った
人材養成を目指して

２００４年７月

（II 改革方策、２ 具体的な改革方針、① 創造性豊かな技術者や産
学官連携等を推進する人材の養成、 (ii) 新しい知識を技術に結びつけ
る創造性豊かな技術者の養成、具体的施策例 ア-技術者CPDシステ
ムの構築、イ-大学院の取り組み、ウ-以下）



ウ．技術者が誇りと生きがいを持って
活躍できる社会の実現

技術者が自らの活動に対して誇りと生
きがいを持って能力を遺憾なく発揮でき
る社会の実現に向けて、技術者の役割
の明確化、社会的地位の向上に向けた
取組を推進することが重要である。

社会的認知と地位の向上



ウ．技術者が誇りと生きがいを持って
活躍できる社会の実現

特に、安全・安心で快適な生活ができる
社会を形成するためには、技術の社会的
責任を担うプロとしての技術者集団が必
要であり、そのような集団として、技術士
制度を充実し、技術士（現在約５．４万
人）の質的・量的向上を推進することが
重要である。（一部省略） 技術士の活用



ウ．技術者が誇りと生きがいを持って
活躍できる社会の実現

また、技術者自身の社会的に果たすべ
き責任や倫理の明確化に向けた取組を
推進することが重要である。加えて、専門
性を持った技術者の役割の重要性が社
会的に認識されるよう、技術者の活躍を
社会に広報する取組も効果的である。



主体が不明確な状態が続いてきた原因

• 工学とEngineeringの乖離

• Profession意識の希薄

国や会社にお任せ ＞＞
技術者自身の主体的取り組みへ

その主体は何処か？



国立８大学工学部を中心とした

「工学における教育プログラムに関する
検討委員会」による工学の定義（１９９８）

＊＊＊

工学とは数学と自然科学を基礎とし、
ときには人文社会科学の知見を用いて、
公共の安全、健康、福祉のために有用な
事物や快適な環境を構築することを目的

とする学問である。



ABETによるEngineeringの定義
＊＊＊

Engineering is the profession in which a 
knowledge of the mathematical and 
natural sciences gained by study, 
experience, and practice is applied with 
judgment to develop ways to utilize, 
economically, the materials and forces of 
nature for the benefit of mankind.

工学＝学問 ≠  Profession＝Engineering



工学とEngineering

明治 ６年１８７３ 工学寮 Imperial College of 

Engineering

明治１０年１８７７ 工部大学校 Imperial College of 

Engineering

明治１２年１８７９ 工学会 The Engineering

Society of Japan

明治１９年１８８６ 帝国大学 Imperial College of 

工科大学 Engineering

大正 ８年１９１９ 工学部 Faculty of Engineering

明治２０年１８８７ 土木工学 山崎鉉次郎著
(表題に工学を含む国会図書館最古の蔵書）



工学

最初はEngineeringに関する学問として使
われていたものが、明治、大正、昭和と続く
歴史の中で、いつの間にかEngineeringそ
のものとして定着した。

背景

学尊業卑の東洋思想、専門職業Profession

が根付かなかった組織重視の社会等々



Science and             Technology

科学 技術
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科学者

技術に関わる業
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科学者 知識を求める者
scientist, Wissenschaftler

技術者 技術を業とする者
engineer, Ingenieur

研究者 探求を業とする者
researcher, Versucher

科
学
技
術

工学研究者＝工学者、医学研究者＝医学者、
法学研究者＝法学者

科学者コミュニティ

代表 日本学術会議

技術者コミュニティ

代表 ？？？



２５０万技術者

５．６万
技術士

毎年１０万の新卒工学士４０万工学研究者≒学協会会員数

７８万科学者

全分野

日本学術会議

国勢調査

経済産業省データ

科学技術系人材の量的構成

２５万医師

２９万
一級建築士



70 national academies
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ICSU、国際科学会議
日本学術会議

URSI、国際電波科学連合

NAS 全米科学アカデミー

日本機械学会

電気学会

IUTAM、国際理論応用力学連合

26 international
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日本工学会 WFEO, 

UATI >  ICET
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OK OK OK

Who are representing 
Japanese engineers?

?



USA: The National Academies (in natural sciences)

• National Academy of Sciences (NAS) , society of
distinguished scholars in sci & eng research

• National Academy of Engineering (NAE), society of
outstanding engineers

• Institute of Medicine (IOM) , society of
eminent members of appropriate professions  
who are responsible to the health of the public 

---
National Research Council (NRC) 



２６万人医師

２６０万人技術者

30万人
一級建築士

5.6万人
技術士

医者と技術者

９万人
歯科医師

医療従事者
300万強

２５００人 APEC Engr

診療放射線技師、理学療法士、
臨床工学技士、臨床検査技師など

医師会
医学会
医歯薬アカデミー

技術士会
工学会

工学アカデミー

人間の健康 人工物の健康

看護士
など



医学教育、医者、医学者に期待すること

• 社会は医学部の教育に、医学者 を育てることでなく信
頼できる 医者 を育てることを期待しています。

• 医者 になってからも、 医学 と 医療の最新の進歩を
フォローしつつ、常に最善の 医療 を行う ことを期待し
ます。

• 医療は、 医学研究者がもたらす新しい知見を加えて
日々に進歩しますから、研究者が医療に役立つ成果を
出すことを、大きな期待をもって待っています。

• 医者 は、集団としてその仕事に責任を担う専門職コ

ミュニティを形成し、自律機能を通じて社会の信任を得て
欲しい。

工学教育、技術者、工学者に期待すること

工学部 工学者

工学

工学

技術

技術者

技術技術者

技術を提供する

技術

技術者

→JABEE

→研究に強い技術者の育成

→技術士の強化、技術者コミュニティの明確化

→CPDの支援



日本の技術者コミュニティ
＊＊＊

日本工学会
日本工学アカデミー
日本技術士会

日本学術会議工学関連
－－－

個別学協会

の間で役割の明確化を図る。



The End


